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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は，塑性誘起閉口の数値解析と変態誘起塑性型マルエージ鋼における疲労き裂進展試

験を行い，塑性誘起閉口における塑性変形分布特性が及ぼす影響のき裂長さ依存性，変態誘起

閉口現象の応力拡大係数幅依存性，および塑性変形分布に起因した疲労き裂進展モード変化の

重要性を示唆したものである．著者が示した成果は，機械工学上寄与するところが大きい．よ

って本論文は博士（工学）に値するものと認める． 

 


